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1. はじめに 

 我が国の公共事業では，CALS/EC の推進により，設

計・工事等の各段階における最終成果の電子納品が浸

透し，電子成果品を再利用する環境が整ってきている．

具体例として，道路工事完成図は道路管理の各業務で

共用性の高い道路基盤地図情報の調製・更新に利用さ

れている．また，SXF 形式の CAD データと JPGIS準拠

の地図データとの相互変換技術 1)等を用いた地図デー

タの更新手法が確立されている．また，情報化施工や

CIM（Construction Information Modeling），昨今は i-

Construction2)の施策により，3 次元データの流通や再利

用を図る技術基準等の整備が加速的に推進されている．

このため，道路工事完成図等の 2次元データに加えて，

3 次元データを含む電子成果品の更なる流通が期待で

きるとともに，3 次元データを再利用するための方策や

技術開発の需要が高まっている．i-Construction 等の基

準に則した 3次元データは，道路地物の形状，要素およ

び属性を保持している可能性が高く，共用性の高い道

路基盤地図情報やデジタル道路地図（以下，「道路地図」

という．）の調製・更新への活用が期待されるが，その

適用可能性は明らかにされていない． 

 以上のことから，本研究の目的を情報化施工，CIM お

よび i-Construction 等の基準に則した 3 次元データを用

いて道路地図の調製・更新の適用可能性を検証するこ

ととした．本稿は，3次元データおよび道路地図の照合

分析結果，3 次元データから道路地図を調製・更新する

手法，3次元データと道路地図（デジタル道路地図）の

実データの比較検証結果を報告する． 

2. 3次元データおよび道路地図の照合分析  

(1) 分析対象の 3次元データおよび道路地図 

 本研究では，3 次元データと道路地図との照合分析を

実施する．3 次元データは，i-Construction 等で流通する

3 種類の 3次元データ 3)- 5)を対象とする．道路地図は，

道路管理者で共用性の高い 3 種類 6)- 8)を対象とする． 

(2) 照合分析 

 本稿では，分析結果の一部として，3 次元データおよ

びデジタル道路地図の照合分析結果を報告する．照合

分析では，3 次元データ 3)- 5)および道路地図 6)- 8)の仕様

書から形状，要素および属性を抽出し，照合した．照合

分析結果を表-1 に示す．デジタル道路地図の要素・属

性のうち，調製・更新が可能な項目は，「車道幅員」お

よび「最小車道部幅員」等の 6項目となった．この 6項

目は，特定可能な形状および構成点から座標値を抽出

する．その抽出した座標値から標高値を算出すること

で調製・更新できると考えられる．一方，その他のリン

クおよびノードで構成される幾何形状が保持する交通

量および旅行速度等の要素・属性は，3次元データから

抽出することが困難であると考えられる． 

3. 道路地図の調製・更新手法の考案  

本研究では，前章の分析結果の 6 項目を対象にプロ

グラム処理による自動化を念頭においた調製・更新す

る手法を考案した．ノードおよびリンクの調製・更新手 

表-1 要素および属性の照合分析結果 

 

土木学会第72回年次学術講演会(平成29年9月)

 

-1509-

Ⅵ-755

 



法を図-1 に示す．まず，中心線形上の測点および中間

点をノードとする．各測点は，開始点の累加距離標と測

点間隔から位置を特定する．リンクは，生成したノード

を結ぶことで生成する．車道幅員および最小車道部幅

員の調製・更新手法を図-2 に示す．まず，各構成点が

保持する構成要素の種別を抽出する．次に，構成点の位

置と構成点コードから幅員中心，右側車線および左側

車線の構成点を識別し，その水平距離を算出する．構成

点コードは，幅員中心から外側に向けた構成点の繋が

りが定義されている．例えば，右側の場合，側帯（R1n3）

から路肩（R1n4）の水平距離を算出する．最後に，該当

区間における各横断面の水平距離を算出し，その最大

値を「車道幅員」，最小値を「最小車道部幅員」とする．

「中央帯幅員」は，図-2 の手法と同様の手順で，幅員

中心から側帯（R1n3）の水平距離を算出し，その最大値

を「中央帯幅員」とする．「標高値」は，縦断勾配変移

点が保持している累加距離標および変移点高から算出

する（図—3参照）． 

4. 調製・更新手法の有用性の検証 

 本研究では，3 次元データの施工管理データと道路地

図の全国デジタル道路地図データベースとを比較し，考

案手法の有用性を検証した．本稿では，その一部として，

「車道幅員」，「最小車道部幅員」および「中央帯幅員」

の調製・更新手法の検証結果を図-4に示す．図-4より，

施工管理データの横断形状から車線中心線を特定でき

るため，デジタル道路地図のリンクを調製・更新きるこ

とが確認できた．また，幅員中心からの距離を用いるこ

とで側帯から路肩の水平距離を算出できるため，幅員の

距離を確認できた．この結果から，「車道幅員」，「最小車

道部幅員」および「中央帯幅員」は 3次元データから調

製・更新できる可能性があり，考案手法の一定の有用性

を確認することができた． 

5. おわりに 

 本研究では，3 次元データを用いたデジタル道路地図

の調製・更新手法を考案し，実データを用いて有用性を

確認した．今後の課題として，3 次元データを用いて道

路地図を試作し，適用可能性を検証する．また，道路地

図（車線ネットワーク）の調製・更新手法を考案し，有 

用性を検証することが挙げられる． 
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図-1 リンク，ノードの調製・更新手法 

 

図—2 車道幅員，最小車道部幅員の調製・更新手法 

 

図-3 標高値の調製・更新手法 

 

図-4 車道幅員，最小車道部幅員および中央帯幅員の

有用性の検証結果 
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